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第７回 新市建設計画策定検討小委員会

会 議 次 第

（ ）■日 時：平成１６年９月１７日 金

午後１時３０分から

■場 所：打田町保健福祉センター

１．開 会

２．委員長あいさつ
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・前回小委員会での意見及びその対応状況について

５．協議事項

○ 新市建設計画（案）について

○ その他

６．その他
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月 日（ ）

７．閉 会
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◇新市建設計画策定検討小委員会における意見及び対応状況について◇
〔平成１６年８月１８日（水）開催分〕

該当項目 ご意見・ご指摘 考え方・対応
の方向等

新市建設計画 分野別施策・主要事業について
基本計画 案 （１ ）都市基盤の整備（ ）
について ［南海貴志川線の取扱い］

・武部委員
、 、鉄道路線廃止に関する国の制度の変更点 今までの経営状況

対策協議会としての取り組みの説明をいただく。また、自治体
で鉄道を運営するには、鉄道会社に補助金を出すなどが考え
られるが、財政的にも非常に厳しい状況にある。しかし、何ら
かの手段を講じ、存続できる取り組みを進めていきたい。

・丸井委員長
計画書の記述方法を尋ねる。また、新市・県・和歌山市でこ
の問題を協議していくとしてはどうか。

・千田委員
特に今の記述でよいのでは。

・増田委員
公共交通機関の利用促進の観点から、三者協議を続けていく
ということでよいのでは。

・藤永委員
和歌山線と同様、住民の利便性を確保するということで、この
表現でよいのでは。

・丸井委員長 ・駅周辺整備と鉄
両線とも利便性の向上に努めるということで、記述すれば。 道の利用促進

［その他］ の２項目を別個
・丸井委員長・藤永委員 に記述する。
語句の説明要望（例：ユニバーサルデザイン） ・説明を入れま

す。
（２ ）保健・医療・福祉の充実
［介護保険対象外の住民に対する施策内容］
・岡田委員
介護保険の認定を受けていない高齢者に対する支援施策は、 ・各町の高齢者
今後どうなるのか。特に低所得者への対応は。 福祉施策を調整

する中で、今後
も必要と思われ

（３ ）生活環境の整備 る事業は実施し
［火葬場整備事業について］ ていく。
・丸井委員長
各町それぞれに整備を進めるということか。 ・新市全体を考え

・岡田委員 効率化も含め整
建設箇所数、場所など議論する小委員会ではないと思うが。 備を検討してい

・宇田委員 く。
第５章の公共的施設の整備方針と具体的な主要事業との関連 ・第５章は全体方
はどのように考えればいいのか。 針、具体的事業

・河上委員 は主要事業で記
全体の整備方針が後ろにあり 具体的な事業が先にきている 述している。、 。
「基本的な考え方」に〇が入っていない事業も考えられる。こ
うしたことであるので、無理矢理関連づけをしていくのは、ど
うか。順序立てを整理する必要がある。また、財政的な面も
あるので、それらを総合的に考え議論すべき。



［河川における災害への対応］
・宇田委員
緊急整備を要する箇所について、住民の協力理解が必要。そ
うした内容を盛り込んでいくべきでは。

・上野委員
環境面を考える中で、河川整備も盛り込んでいくべき。

・岡田委員
建設計画に盛り込む事業内容については、細部まで小委員会
で検討するのはどうか。詳細な事業内容や執行は幹事会等で
進めていただいては。

（５ ）教育・文化の振興
［学校教育の充実］
・藤永委員 ・文章表現の変
いま一番問題になっていることは、心の教育の充実や「生きる 更を行います。
力」の育成。これらを前面に出しては 「耐える力」や勤労に。
対する位置付けも考慮しては。

・上野委員
教職員の資質の向上、レベルアップの取り組みをしていただき
たい。親の努力も必要だが。

・丸井委員長 ・この秋頃に議論
。義務教育に係る補助金の削減等についての質問 がされると思う

・岡田委員 ・学校の中には行
児童生徒の育成は、行政・学校・家庭・地域で取り組んでい 政も含まれる。
るが。

［人権教育の推進］
・丸井委員長 ・構成の関係で、
人権教育の執行体制（行政・教育）について 行政が行う施策

もこの教育の中
に含んでいる。

（６ ）産業の振興
［農林業の振興］
・上野委員 ・公共的団体とし

、 。農業団体の今後の取扱いについて て 調整を行う

（その他項目）
・河上委員
建設計画案の書式は、変更できる可能性もあるのか。内容も ・書式の変更をお
含め誰がみてもわかりやすいように、変更していくべきでは。 こなうと、基本
次回は、それについても継続的に協議をしていくのか。 構想までに影響

・千田委員・武部委員 を及ぼすと考え
重複している部分もあると思うが、今までの議論の中で取りま られます。
とめてきたことであるので、現状のままでよいのではないでし
ょうか。

・河上委員
校正段階で、章の並び替えが可能かをお聞きしたいだけで、

、 。計画内容そのものについては 反対ということではありません
・岡田委員
小委員会は、建設計画の内容（中身）を協議するのが主たる
ことと思いますので、構成等については事務局で再度考えてく
ださい。




